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見

近
世
絹
織
業
の
生
産
構
造

|
|
「
分
散
的
士
二
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
」
の
形
成
|
|掘

江

英

わ
た
し
は
さ
き
に
近
世
絹
織
業
白
生
産
構
治
を
「
分
散
的
マ
一
一
ユ
フ
ア
ク
チ
2

7

L

と
規
定
し
、
「
分
散
的
マ
=
品
フ
ア
ク
ヂ
品
ア
」

E
形
成
せ
し
め
る
忙
足
る
市
場
が
い
か
に
し
て
展
開
さ
れ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
己
で
、
さ
ら
に
す
L
ん
で
さ
き
に
前
提
し

た
生
産
構
造
そ
の
も
の
を
分
析
し
た
け
れ
ば
怒
ら
在
い
。
一
「
分
散
的
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
の
形
成
は
近
世
絹
級
業
の
生
産

構
造
た
る
「
分
散
的
T

Z

品
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
が
い
か
に
し
て
、
い
か
左
る
形
態
で
、
士
た
い
か
な
る
基
礎
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ

た
か
を
あ
き
ら
か
忙
し

「
分
散
的
7

z

ュ
フ
ア
ク
千
旦
ア
い
の
本
質
と
そ
白
基
礎
と
を
隅
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
流
通
温
程

に
告
け
る
「
問
屋
」
の
地
位

は
う
へ
で
本
質
的
規
定
を
う
け
た
「
分
散
的
7

ニ
ユ
フ
ア
タ
チ
ュ
ア
し
の
支
配
者
た
る
「
問
屋
」
が
流
通
過

程
で
う
け
と
る
諸
規
定
を
あ
告
ら
か
に
し
ー
、
「
分
散
的
マ
品
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
の
さ
ら
に
具
閥
的
な
規
定
に
到
達
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
り
、

一
「
問
屋
」
の
性
格
と
形
態

は
う
へ
回
南
側
面
白
規
定
を
「
問
屋
」
の
性
格
と
し
て
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
分
散
的
士
一
ご
ノ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
の
形
成

近
世
組
織
業
白
生
産
構
痘

第
五
十
五
巻

四
軍
五

第
四
棟

F、
王



近
世
絹
融
業
白
生
庫
構
謹

第
五
十
五
巻

国
王
六

比
四
回
蹴

F、
大

I 

問
屋
制
工
業
の
形
成

マ
ェ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
に
沿
い
て
は
、
資
本
が
多
数
白
直
接
生
産
者
を
「
自
'
凹
た
賃
曲
目
働
者
」
と
し
て
一
定
。
作
業
揚
に
結
集
し
、

そ
と
で
彼
等
を
分
業
ど
協
業
'r一
白
閥
係
に
組
織
し
て
資
本
の
生
産
力
を
増
進
し
よ
う
と
す
る
も
白
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
「
分
散
的

マ
z
a

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
」
広
告
い
て
は
、
直
接
生
産
者
を
各
自
の
作
業
揚
で
働
か
せ
つ
弘
、
彼
等
主
原
料
・
製
品
の
爾
市
揚
か
ら
遮

断
し
て
彼
等
を
「
事
賃
上
白
賃
持
働
者
」
た
ら
し
め
、
し
か
も
彼
等
相
互
O
問
に
分
業
と
協
業
と
の
関
係
主
賓
現
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
己
の
や
う
に
マ
=
ュ
フ
ァ
ク
チ
品
ア
と
「
分
常
的
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
と
は
、
杢
く
臭
っ
た
階
級
分
化
を
基
本
前
提
と

し
て
ゐ
る
り
で
あ
る
。
ぞ
と
で
、
「
分
散
的
マ
=
ュ
フ
ア
ク
手
ュ
ア
L
P一
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
小
曲
目
業
の
「
事
寅
上
白
賃
弊
働
者
」

化
と
い
ふ
特
異
た
階
級
分
化
を
腕
角
と
し
た
け
れ
ば
友
ら
左
い
。
わ
た
し
は
ま
づ
絹
織
業
の
基
幹
た
る
機
屋
を
例
詮
と
し
て
、
各
機

業
地
に
沿
け
る
階
級
分
化
の
形
態
、
さ
仰
に
は
己
白
階
級
分
化
由
具
憾
的
様
相
と
し
て
白
問
屋
制
工
業
主
粕
々
く
わ
し
〈
分
析
す
る

己

西 CIJと
陣先主
の染「す
揚絹る
合織
o 主権
問。

陣先
機染
業絹
は織
、業
中
..し、
0" 
西
陣

桐
生
古ミ

ら
は
じ
め
る

上
級
武
士
や
官
裕
町
人
の
大
量
的
・
集
中
的
た
需
要
を
契
機
と
し
て
、

近
世
.
初
闘
か
ら
都
市
の
専
門
的
手
工
業
と
し
て
植
民
展
し
存
続
し
た
D
で
あ
る
が
、
そ
の
四
陣
で
は
徒
弟
の
み
た
ら
宇
ま
た
「
手
間
取
」

と
よ
ば
れ
る
賃
弊
働
者
白
取
締
に
闘
す
る
記
録
が
ふ
る
〈
か
ら
あ
る
と
己
ろ
か
ら
み
て
、
徒
弟
h
d

よ
ぴ
賃
持
働
者
が
か
た
り
庚
般
に

普
及
し
て
ゐ
た
己
と
を
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。
然
し
と
の
所
謂
奉
公
人
の
か
L
る
普
及
は
た

v
ち
に
マ
ニ
ユ
ア
ア
ク
チ
ュ
ア
の

支
配
的
左
普
及
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
ば
高
機
織
屋
仲
間
で
は
嘉
永
五
年
に
一
、

O
五
六
軒
、

り
、
従
っ
て
幕
末
陀
長
い
て
も
一
戸
あ
た
り
平
均
二
基
に
た
ら
友
か
っ
た
の
で
あ
民
、

さ
き
に
述
べ
た
十
う
に
、

一
、
六
二
五
機
で
あ

「
古
老
の
談
に
よ
る
も
、
幕
末
に
於
て
十
機

なほ佐々木信完郎，両陣JI:l-;-II3頁。本庄築泊郎，西陣研究，昭和5年
昭和7年 268-269頁参照。
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も
織
う
て
を
る
庭
は
甚
だ
稀
れ
で
あ
り
、
大
抵
三
機
か
=
被
位
で
、
そ
れ
に
一
二
人
の
職
工
正
二
三
人
白
徒
弟
を
置
い
で
長
つ
存
口

か
三
機
位
」
田
小
替
業
で
あ
っ
た
D
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
十
機
も
織
っ
て
ゐ
る
L

T

Z

Z

フ
ア
ク
チ
ュ
ア
は
稀
れ
で
あ
り
、
高
機
織
屋
仲
間
の
支
配
的
存
在
は
コ
一
機

と
E
ろ
で
、
己
也
や
ろ
一
夜
高
機
織
屋
仲
間
白
支
配
的
存
在
た
る
小
管
業
は
一
一
つ
の
範
暗
に
分
れ
て
ゐ
た
。
そ
白
一
は
、
調
立
の
機

毘
と
、
た
と
へ
ば
文
政
五
年
高
機
織
屋
仲
間
定
法
「
伏
せ
機
絹
備
段
三
段
落
二
ヶ
月
つ
い
」
に
示
さ
れ
る
や
ろ
に
納
品
什
買
と
の
聞
に
製

品
む
一
手
販
寅
特
約
を
結
ぶ
伏
機
で
あ
り
、
そ
の
一
一
は
、
延
享
一
一
年
の
最
た
ヒ
定
法
「
弗
子
手
間
取
集
に
至
迄
大
宮
糸
塵
土
り
仕
入

の

機
出
し
被
申
候
簡
と
仕
入
機
仕
間
世
間
敷
候
被
内
候
筒
は
相
互
に
脂
合
可
申
事
」
に
は
巴
め
て
る
ら
は
れ
る
や
う
に
、
絹
仲
買
士
れ
に

は
総
仲
良
た
ど
白
委
託
者
と
く
に
絹
仲
買
か
ら
準
備
エ
程
を
経
た
い
原
訴
を
借
り
う
け
、
一
切
の
加
工
を
施
し
て
委
託
者
忙
販
賀
し

て
、
さ
ま
の
原
総
代
債
と
り
差
瀬
を
ろ
け
と
る
仕
入
機
で
あ
る
。

E
の
仕
入
機
は
質
賃
上
、
の
ち
に
池
ベ

Z
賃
機
に
風
ず
る
の
で
あ

る
。
伏
機
と
仕
入
機
冒
と
は
程
度
の
相
異
は
あ
る
が
泊
す
ぐ
あ
と
で
漣
ベ
る
賃
機
か
ち
潤
立
の
機
屋
へ
?
に
昇
ま
た
は
樹
立
の
機
厘
か

ら
賃
機
へ
の
淡
落
白
過
渡
段
階
に
あ
る
機
屋
で
あ
る
。

う
へ
は
漣
ペ
た
白
は
高
機
織
屋
仲
間
白
構
成
員
に
長
け
る
階
級
分
化
で
あ
る
が
、
と
の
ほ
か
に
猫
立
の
機
屋
・
伏
機
・
仕
入
機
た

ど
白
委
託
者
と
く
に
瀦
立
の
機
震
か
ら
準
備
工
程
を
終
っ
た
原
絡
を
受
取
り
、
委
託
者
の
も
凡
め
手
間
貨
を
弓
け
て
製
織
す
る
賃
椴
が

康
〈
普
及
し
て
ゐ
た
。
賃
機
白
普
及
は
、
延
享
元
年
高
機
織
屋
仲
間
定
法
「
賃
機
出
し
候
節
間
前
ム
」
質
機
L
」
相
礼
賃
機
之
事
陀
候
得

者
先
機
主
江
相
崩
差
構
無
之
哉
苔
差
椿
無
之
候
者
法
り
欣
取
之
共
上
に
而
賃
機
を
遁
し
可
申
偽
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
以
後
多

く
D
仲
間
走
法
主
た
奉
公

λ
取
究
所
定
法
に
持
左
じ
ゃ
う
た
賃
機
争
奪
防
止
規
定
が
み
ら
れ
る
己
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ

る。

近
世
絹
職
業
白
止
虚
構
誼

第
五
十
五
巻

四
五
七

骨
四
肱

F、
七
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〆J

近
世
絹
織
業
白
生
産
構
詮

帯
四
騨

第
五
十
五
巻

J可L

J又

四
五
八

か
く
し
て
西
陣
機
業
で
は
近
世
中
期
以
降
と
く
に
幕
末
に
は
J
一
つ
白
範
曜
の
機
屋
が
存
在
し
た
。

ωマ
ニ
品
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
。
そ

れ
は
か
た
り
多
〈
白
徒
弟
や
峨
工

E
傭
ひ
「
十
機
も
織
っ
て
し
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
西
陣
機
業
に
と
っ
て
は
例
外
的
た
脊
在
に
す
ぎ
た

か
っ
た
や
ろ
で
あ
る
。
制
調
立
小
営
業
。
そ
れ
は
「
二
機
か
三
機
位
台
、
そ
れ
に
一
三
人
の
職
工
と
二
三
人
の
徒
弟
を
置
い
て
ゐ
る
」

，

、

〔
絶
っ
て
こ
L

で
は
家
焼
冴
働
者
引
車
に
指
揮
者
と
し
て
ば
か
P
で
な
〈
重
要
性
を
も
っ
て
ゐ
た
〕
と
と
ろ
の
狛
立
白
機
屋
島
よ
ぴ
伏
機
を
ふ
〈

み
、
少
〈
と
も
か
た
ち
白
う
へ
で
は
原
料
・
製
品
の
雨
市
揚
と
っ
た
が
り
ゃ
一
も
っ
て
ゐ
た
C
M
川
「
事
資
上
巳
賃
努
働
者
」
。
仕
入
機
と

〈
に
賃
機
が
己
れ
に
属
す
る
ョ
こ
れ
ら
の
機
屋
は
原
料
・
製
品
の
雨
市
場
か
ら
完
全
忙
遮
断
さ
れ
、
委
託
者
た
る
絹
仲
買
と
く
に
マ

-
二
。
フ
ア
ー
ク
チ
ュ
ア
・
濁
立
小
緯
業
の
た
め
千
間
賃
を
う
け
て
働
〈
「
事
賃
上
の
賃
弊
働
者
」
に
ほ
か
左
ち
友
か
っ
た
白
で
あ
り
、
モ

の
努
働
は
今
日
と
伺
巴
や
う
に
殆
ん
ど
全
く
家
族
持
働
に
依
存
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
資
上
の
賃
持
働

者
」
を
隷
属
せ
し
め
る
委
託
者
は
、
多
く
織
元
と
し
て
二
倍
さ
れ
る
マ
コ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
・
濁
立
小
替
業
で
あ
っ
た
。

桐

生

の

揚

合

。

御

旗

絹

上

納

す

友

は

ち

闘

ケ

原

役

昔

時

に

は

機

屋

二

、

四

O
O徐
軒
機
蚕
二
、
四
一

O
徐

盈
可
従
っ
て
一
戸
あ
た
り
一
議
と
い
ム
全
く
農
閑
の
飴
業
に
す
が
註
か
っ
た
白
で
あ
る
が
、
近
世
中
期
以
降
と
〈
に
元
文
三
年
の
西

陣
技
術
移
植
以
降
か
友
り
事
情
を
異
に
し
て
き
た
。
た
と
へ
ば
天
保
年
闘
に
は
「
近
年
次
第
に
繁
昌
仕
候
に
随
ひ
、
讃
飼
等
者
相
止

桐
生
に
た
い
て
は
、

め
い
近
漫
者
不
ニ
申
及
一
他
聞
よ
り
も
総
民
入
、
付
加
問
屋
多
分
出
来
致
、
機
屋
共
は
銘
々
…
機
織
女
並
村
肺
線
紋
引
等
犬
勢
丹
抱
、
波
世

仕
」
る
「
身
元
相
熔
之
百
姓
」
(
天
保
六
年
財
閥
話
機
屋
共
薬
害
小
、
さ
ら
に
同
年
間
に
は
下
久
方
村
で
「
男
女
織
工
十
数
人
を

抱
へ
、
機
業
に
従
事
」
す
る
金
子
菩
右
衛
門
ザ
桐
生
新
町
五
丁
目
で
「
御
召
縮
緬
む
概
数
八
墓
、
夏
物
一
基
」
を
所
有
し
て
ゐ
た
吉

田
清
助
白
や
う
な
マ
ニ
ヨ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
が
あ
ら
は
れ
た
。
然
し
か
h

る
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
は
決
し
て
支
配
的
た
生
産
形
態
で

は
な
か
っ
た
。
た
と
へ
ば
、
天
保
八
年
「
絹
買
仲
間
織
屋
仲
耐
震
取
替
議
定
之
事
」
に
は
紘
屋
仲
間
五
九
五
名
の
著
者
と
と
の
ほ
か

14. 18頁〔棉蚊]および4
'
頁

138-144頁。

6)司桐生織物同業組合，桐生穀物史
f戸数〕その他。

7) 桐生織物史中巷 5頁。
8) 9) 桐生織物同業偽告，桐生織物史上容昭和10年

中巻，昭和'3年



主
奥
本
業
賓
産

。
本
代
r
h

頁
日
近

-q

4
'
'
4
 

z
著
郎
同
小

母
銅
三

市
曜
荷
畠

喬
夫
ep

b
屋
信
E

物
ヨ
土
虫

織
U
J
4
物

生
府
1

織

控

室

且

と

こ

と

な

る

二

つ

り

数

値

と

一

つ

の

記

録

に

澗

れ

て

置

〈

と

と

に

す

る

。

桐

明

生

数
値
。

Z
一
は
、
大
鵬
首
民
白
蚊
値
で
あ
っ
て
、
弘
化
三
年
に
は
「
二
百
六
七
十
軒
許
」
に
封
し
「
凡
五
点
千
槽
存
在
し
、
従
っ
て
一
戸
あ
た
り
吋
安
桐

ー
ι
4
)

一
二
三
母
語
と
な
る
と
せ
ら
れ
印
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
立
祝
に
マ
=
ユ
フ
ア
ク
テ
ユ
ア
白
一
般
的
存
在
を
立
誰
し
う
る
が
、
そ
れ
は
現
在
四
桐
生
島
業

h
H

ら
推
し
で
も
過
大
で
あ
り
、
解
舗
の
責
料
;
儀
り
に
捕
り
が
ち
る
。
そ
の
二
位
、
信
夫
清
三
郎
民
回
数
値
で
あ
っ
で
、
氏
は
天
保
改
革
後
の
弘
化
=
一
。
桝
頁
削

頁
生
町

年
目
「
武
百
六
七
拾
軒
」
に
到
し
天
保
改
革
以
前
。
天
保
九
年
D

「
千
五
六
百
機
」
を
封
置
し
、
一
一
戸
あ
た
旬
六
選
を
計
向
さ
れ
、
そ
と
か
ら
槽
官
時
十
蓮
司
冊
4

同

抑

制

ド

。

前
後
白
マ
ユ
フ
ア
タ
チ
ユ
ア
白
虞
般
な
普
及
を
蹄
耕
吉
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
民
自
使
用
さ
れ
た
費
料
の
F
E
ト
に
問
題
が
畠
る
ば
か
り
で
な
〈
、
他
白
「
耐
乏
暗

雲
γ
と
も
距
離
が
あ
り
す
ぎ
る
G

¥

叶
酬
明
日

記
録
。
足
利
機
業
に
闘
す
る
桐
生
側
四
記
録
た
る
弘
化
三
年
四

H
「
足
利
其
件
村
高
欄
皆
止
被
仰
付
位
願
書
下
案
」
に
「
査
軒
に
而
荒
拾
は
た
事
拾
巻
，
H

Z

一
郎
和
年

は
た
又
者
五
拾
機
一
白
機
武
百
機
会
品
立
候
も
の
一
有
お
」
、
ま
た
う
へ
の
耳
式
)
願
書
た
る
「
乍
恐

1
書
付
孝
一
一
願
土
-
候
」
に
「
ま
軒
に
刊
、
一
=
詰
主
主
昭
町

め

レ

F

レ

』

-

-

史

鴻

-

和

折
機
、
或
は
百
機
金
:
持
候
も
の
有
レ
む
」
と
あ
り
、

ζ

れ
は
足
利
に
お
け
る
マ
一
一
ユ
プ
ア
ク
チ
ユ
ア
の
普
及
を
示
す
好
筒
由
記
録
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
…
即
日
一
一
鵬
m
j

ー
と
し
日
」
る
が
、
そ
の
後
「
同
地
古
老
白
哉
と
し
て
、
担
憶

ι存
す
る
限
り
足
利
に
も
、
又
桐
止
に
も
、
そ
ん
な
大
級
瞥
は
な
か
っ
た
、
と
一
正
は
れ
て
ゐ
生
t
史
話

桐
副
議
序

る
」
白
で
あ
る
o

上
述
内
「
下
案
」
に
あ
る
「
織
立
候
も
白
有
ν之
」
が
願
書
で
は
「
持
候
も
の
有
レ
之
』
と
訂
E
さ
札
て
ゐ
る
と
き
O

よ
り
与
て
、
上
述
。
機
)
川

一
0

2

設
は
内
機
と
出
捕
と
の
合
計
機
設
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
位
れ
る
。

に
一
二
一
|
一
)
三
名
と
い
ム
間
気
が
つ
い
て
ゐ
る
か
ら
、
首
年
に
は
六
二
ハ
|
六
一
七
名
白
機
屋
が
存
在
し
た
己
主
に
な
る
が
、
と
れ

に
針

L
一
大
保
九
年
比
は
「
千
五
六
百
機
」
(
天
保
九
年
縮
細
献
上
願
向
後
槽
株
眠
山
田
貸
渡
度
旨
願
色
)
の
機
墓
が
あ
っ
た
と
一

r
は
れ
る
。
つ
ま
り

也
事

一
戸
あ
た
り
一
一
義
宇
と
い
ふ
と
と
に
在
る
。
ま
た
、
弘
化
三
年
庚
深
村
で
は
機
屋
三
三
軒
機
牽
二
一
七
蚕
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
一
一
藁

一
軒
・
一

O
率
二
軒
の
マ

z

a

Y

ァ
ク
チ
ュ
ア
が
あ
う
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
己
れ
も
一
戸
あ
た
り
平
均
機
墓
に
在
ほ
す
と
三
・

五
嘉
と
在
る
。
か
イ

L
て
桐
生
に
告
い
て
も
マ
=
旦
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
は
い
ま
だ
例
外
的
存
在
の
域
主
脱
せ
や
、
農
村
副
業
的
手
工
業

と

L
て
の
小
骨
業
が
一
般
的
存
布
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

近
世
結
締
業
町
生
産
構
詣

第
四
被

F、
ブし

第
五
十
五
巻

四
五
九



誼
世
絹
織
業
の
生
産
構
造

第
五
十
五
巻

務
凹
雄

v

ブL

O 

回
大

O 

と
己
ろ
で
、
農
村
副
議
的
手
工
業
'
と
し
て
替
ま
れ
た
小
替
業
は
、
相
判
志
の
機
屋
と
下
機
ず
在
は
ち
準
備
工
程
を
経
た
い
原
線
を
貿

次
商
ま
た
は
マ
一
一
ユ
「
人
ア
ク
チ
ュ

7

・
澗
立
D
機
屋
か
ち
借
受
け
て
と
れ
を
織
上
貯
製
品
代
債
と
さ
き
む
原
総
代
債
左
の
差
紙
を
う

け
と
る
機
屋
と
に
分
れ
る
が
、
下
機
は
少
か
っ
た
や
号
で
あ
る
。
う
へ
に
述
べ
た
の
は
仲
間
の
構
成
員
に
つ
い
て
Y
あ
る
が
、
彼
等

白
背
後
忙
は
、
た
と
へ
ば
文
政
七
年
織
屋
仲
間
錠
「
賃
機
屋
へ
出
機
差
出
し
候
筒
は
、
新
規
之
賃
機
屋
は
格
別
、
仲
間
内
之
機
、
純
来

候
は
弘
、
一
花
機
屋
へ
懸
合
、
子
細
無
v
之
候
は
L
差
出
可
ν
由
町
」
そ
の
ほ
か
の
貸
機
争
奪
防
止
規
定
に
み
ら
れ
る
や
う
に
、
賃
機
が
庚

般

r地
日
及
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
近
世
中
期
以
降
と
〈
に
幕
末
の
桐
生
で
は
、
三
つ
り
範
鳴
の
機
屋
が
存
在
し
た
。
ω
7
=
ュ
フ
ア
ク
チ
』
ァ
。
そ
れ
は

十
機
内
外
の
機
議
を
も
ち
、
十
数
人
の
械
工
を
備
し
て
ゐ
た
が
、
桐
生
民
会
い
て
も
例
外
的
た
存
在
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。
川
円
相
判
立
小

偉
業
。
そ
れ
は
桐
生
に
島
け
る
仲
間
構
成
員
四
平
均
機
高
教
か
ら
推
測
し
て
、
規
模
に
た
い
て
西
陣
の
凋
立
小
替
業
と
お
た
巴
く
ら

び
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
ω
「
事
賃
上
の
賃
野
働
者
」
。
下
機
と
賃
機
が
こ
れ
に
属
し
、
と
く
に
賃
椴
は
ひ
ろ
〈
普
及
し
て
ゐ
た
や

う
で
あ
り
、
彼
等
は
多
〈
は
委
託
者
た
る
マ
=
a
フ
ア
ク
千

R
7
ま
た
は
獄
立
小
比
四
業
に
隷
属
し
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
白
下
機
と
〈
に
賃
機
が
品
川
ん
ど
全
く
家
族
持
働
に
依
存
し
て
ゐ
た
と
と
は
一
去
ふ
ま
で
も
た
い
が
、
た
と
へ
ば
「
一
、
賃
機
屋
。
貸

一
、
機
足
損
料
、
官
ヶ
年
民
金
憲
歩
よ
り
L
(
也
捕
ま
主
年
下
関
蝿
仲
村
機
屋
{
品
目
立
翁
童
向
)
に
み
ら
れ
る

金
二
十
南
に
衰
分
之
利
足
取
可
取

や
う
に
、
マ
=
ュ
フ
ア
タ
チ

E
7
や
濁
立
小
管
業
か
ら
前
貸
金
ば
か
り
で
左
く
、
機
事
を
も
借
ろ
と
と
が
多
か
っ
た
や
ろ
で
あ
る
ω

糟
摘
。
先
染
絹
機
業
白
西
陣
・
桐
生
に
お
け
る
機
屋
の
、
近
世
中
期
以
降J
と
く
に
幕
末
に
持
け
る
階
級
分
化
は
、
つ
ぎ
空
一
つ
に

線
括
さ
れ
う
る
。

、

マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
ヂ
ュ
ア
・
潤
立
小
綿
商
業
・
「
事
寅
上
白
賃
持
働
者
」
の
三
つ
の
範
時
θ
機
屋
が
存
在
し
た
が
、
7
Z
A
フ
ア
ク

356頁。
368頁，
.69頁。

桐生絹物史，上巻
桐坐軸物且. J巻
桐生織物史中巻

)
)
)
 

8

9

0

 

E

E

2

 



チュ

7
形
成
の
傾
向
は
あ
ま
り
見
ら
れ
や
、
「
事
賃
上
の
賃
持
槻
者
」
形
成
の
傾
向
が
専
ら
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
桐
生
で
は
幕

末
に
会
よ
び
都
市
市
揚
に
封

L
、
農
付
市
場
が
殻
展

L
、
大
衆
的
救
物
が
普
及
す
る
に
従
ひ
、
さ
ら
に
明
治
十
年
代
に
至
り
規
格
の

統
一
し
た
大
最
的
需
裂
を
伴
ム
輸
出
純
物
の
増
加
す
る
に
従
ひ
、
「
事
費
上
の
賃
曲
目
働
者
」
形
成
の
傾
向
は
加
蓮
皮
に
進
行
し
た
の
で

あ
る
。一

一
。
「
事
賃
上
の
賃
勢
働
者
」
は
う
へ
に
漣
ぺ
た
マ
エ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
治
よ
ぴ
凋
立
小
山
営
業
、
す
友
は
ち
所
謂
純
一
冗
ま
た
は
元
機

屋
に
隷
局
し
て
ゐ
売
。
か
〈
l
て
織
布
ま
た
は
元
機
屋
は
、

一
方
で
は
門
機
忙
沿
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
叩
範
時
の
生
産
者
と
し
て
表
れ

他
方
で
は
出
機
に
告
い
て
は
「
問
屋
」
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
「
事
費
上
白
賃
持
働
者
」
を
隷
屈
せ
し
め
る
「
事
賃
上
白
生
産
者
し
と
し
て

去
は
れ
る
。
-
も
っ
と
も
白
ち
忙
は
、
内
機
を
全
く
喪
失
じ
た
寸
問
屋
」
も
生
ヒ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
己
れ
は
ほ
か
友
ら
ね
問
屋
制

工
業
で
あ
る
o

u後
染
綿
織
業
。
丹
後
の
場
合
。
丹
後
に
つ
い
て
例
設
す
る
己
と
L
す
る
。
丹
後
で
は
、
た
と
へ
ば
安
永
四
年
宮
津
藩
の
燭
書
に

r

L

m

マ

「
御
領
分
の
村
々
百
姓
共
近
年
縮
緬
機
を
織
り
農
耕
民
後
れ

」
・
と
あ
る
や
う
に
機
業
専
業
化
の
傾
向
を
生
じ
、
そ
れ
に
と
も
た
ひ

機
屋
奉
公
人
も
生
ヒ
た
が
、

一
般
的
に
は
農
村
副
業
ー
と
し
て
の
小
皆
業
の
域
を
腕
し
な
か
っ
た
。

た
と
へ
ば
享
和
三
年
に
宮
津
領

算
所
村
で
は
一
機
一
八
軒
・
二
機
一

一
軒
・
三
機
二
軒
で
あ
り
、
宮
津
間
浅
茂
川
で
は
一
機
・
二
機
二
ニ
機
所
有
者
が
そ
れ

A
¥嘉
永
三

年
に
九
軒
・
-
九
軒
・

O
軒
、
安
政
六
年
に
五
軒
・
二
六
軒
・
=
一
軒
、
慶
膝
四
年
正
月
正
六
軒
・
二
丸
軒
・
四
軒
で
あ
り
、
寛
政
元
年
峯
山

領
河
部
付
で
は
一
機
五
軒
・
二
機
一
軒
ニ
一
一
機
-
軒
・
問
機
一
軒
で
あ
り
、
同
年
峯
山
領
新
田
村
で
は
一
機
五
軒
・
一
一
機
四
軒
で
あ
っ

P」
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
推
測
し
う
る
白
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
農
材
刷
業
と
し
て
潜
ま
れ
た
小
常
業
に
も
階
級
分
化
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
た
と
へ
ば
女
政
六
年
加
悦
谷
諸
村
機
屋
行

近
世
絹
融
業
白
生
産
構
詮

第
五
十
五
巻

匹1
アミ

ブL

第
四
挽
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近
世
絹
椴
業
府
生
産
構
謹

第
五
十
五
巻

九

第
四
掛

回

大

司
白
宮
津
藩
へ
の
願
審
「
近
年
営
御
城
下
絹
屋
之
内
d
御
領
分
須
津
村
石
川
村
下
山
田
村
四
辻
村
幾
地
村
岩
屋
村
上
常
吉
村
三
重
村

此
外
府
中
灘
村
々
円
程
村
波
見
村
向
者
ケ
鼻
漣
迄
も
懸
機
仕
入
機
等
多
分
差
出
し
伎
に
付
、
銘
々
村
々
機
械
糸
嫌
奉
公
人
茜
挽
底
に
相

成
機
屋
一
統
差
支
難
儀
互
い
植
奉
存
化
L

そ
の
ほ
か
の
記
録
に
見
ら
れ
る
十
う
に
猟
立
小
替
業
と
露
間
・
仕
入
機
、
と
の
二
つ
の
範
鴎
に

分
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
し
て
近
世
中
期
以
降
と
〈
に
幕
末
に
ゐ
け
る
階
級
分
化
は
つ
ぎ
の
や
う
に
要
約
さ
れ
う
る
。

一。

ω濁
立
小
偉
業
。
補
助
的
友
が
ち
「
機
械
糸
線
奉
公
人
」
を
展
刷
し
、
原
料
・
製
品
の
雨
市
揚
に
つ
友
が
り
を
も
っ
て
ゐ
る
。

例
「
事
賃
上
の
賃
労
働
者
、
委
託
者
た
る
濁
立
小
皆
業
F

H
開
問
屋
と
〈
に
の
ち
に
は
練
絹
粂
僻
問
屋
か
ら
原
赫
の
供
給
を
う
け
手
間

貨
に
よ
っ
て
製
織
す
る
仕
入
機
〔
の
ち
の
告
機
〕
、
モ
白
う
へ
さ
ら
に
器
具
さ
へ
借
受
け
る
懸
機
〔
室
た
は
掛
機
〕
の
二
つ
を
合
ん
で
ゐ
た
。

二
o

「
事
寅
上
白
賃
持
働
者
」
は
、
先
染
絹
織
業
の
西
陣
・
桐
生
と
と
と
友
り
、
調
立
小
替
業
に
隷
属
す
る
と
と
少
〈
、
多
く
は
線

問
屋
の
ち
に
は
総
絹
粂
借
問
屋
に
隷
属
し
て
ゐ
た
。
か
〈
し
て
E

L
で
は
紙
問
屋
と
〈
陀
赫
絹
殺
皆
問
屋
が
「
事
賃
上
白
生
産
者
L

す

な
は
ち
「
問
屋
」
と
た
る
。

「
事
賃
上
の
貨
持
働
者
L
D
形
成
L
」
「
問
屋
」
へ
の
そ
れ
の
隷
属
は
上
掲
引
用
文
か
ら
も
う
か
げ
お
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
保

以
降
岩
瀧
商
人
が
糸
絹
栄
町
営
問
屋
と
し
て
勃
興
す
る
に
島
よ
び
加
謹
度
的
K
進
展
し
た
。
た
と
へ
ば
か
ミ
る
問
屋
た
る
小
室
四
代
目

利
七
に
闘
し
「
小
宗
家
世
々
丹
後
特
産
縮
緬
白
原
料
生
糸
を
買
蒐
し
て
阿
国
の
機
業
家
に
貸
興
す
る
を
業
と
せ
り
。
且
つ
持
費
白
機

業
家
に
三
十
日
或
は
六
十
目
。
除
費
を
約
し
て
原
料
を
貸
興
し
、
織
成
伯
祐
繭
は
機
業
家
申
請
ひ
に
閃
り
之
を
京
都
に
詮
L

っ
た
が

「
丹
後
一
闘
に
於
一
付
る
氏
の
機
屋
は
四
郡
数
百
軒
に
上
L

っ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
ほ

εで
あ

h
。
か
く
し
て
天
保
以
降
の
丹
後
機
業
の

支
配
的
た
生
産
形
態
は
「
事
事
上
の
賃
持
働
者
し
の
問
屋
に
よ
る
支
配
た
る
問
屋
制
工
業
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

II 

「
分
散
的
マ
・
1
7
7
0
チュ

7
」
骨
形
成

24) 25) 拙稿，徳川時代に於ける丹後縮緬機業由設展過程【経済論叢 昭和z凶"06
月].97.98貰。



上
遇
し
た
止
と
ろ
で
、
わ
た
し
は
綿
織
業
白
基
幹
た
る
機
尾
を
例
設
と
し
て
、
近
世
絹
紙
業
の
生
産
形
態
が
「
事
賃
上
の
賃
持
働

者
」
の
形
成
と
「
問
屋
L

へ
の
辛
れ
白
隷
風
た
る
問
屋
制
工
業
白
方
向
へ
f

h
ん
で
己
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
か
h
る

i

事
賃
上
の
賃
労
働
者
L

を
基
礎
と
し
て
介
業
と
協
業
が
展
開
さ
れ
る
た
め
に
は
、
生
産
工
程
が
そ
の
部
分
工
棋
を
専
門
的
位
指
任
す

る
「
事
貨
上
の
賃
持
一
働
者
し
に
分
化
し
、
問
屋
は
か
、
る
部
分
工
程
専
業
者
を
隷
印
刷
せ
し
め
る
予
と
に
よ
っ
て
部
分
工
程
を
統
一
す
る

7
=

ュ
フ
ア
ク
チ
品
ア
で
は
作
業
揚
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
分
業
と
協
業
と
が
、
問
尻
制
工
業
白
も
と

で
は
分
散
的
に
遂
行
さ
れ
る
h
げ
で
あ
る
。

ほ
か
に
た
い
。
換
言
す
れ
ば
、

わ
た
し
は
か
L
る
生
産
構
浩
を
「
分
散
的
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
と
よ
ぷ
己
と
に
す

る
。
そ
と
で
、
わ
た
し
は
か
L
る
分
業
と
協
業
と
を
ふ
く
む
完
全
な
姿
D
問
屋
制
工
業
主
分
析
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

U
先
染
絹
織
業
。
桐
生
の
接
合
。
四
時
岬
桐
・
生
た
と
白
先
染
絹
械
業
の
例
詮
と
し
て
、
か
、
る
八
刀
業
と
協
業
と
が
も
っ
と
も
あ
昔
ら

rl¥ 

か
比
さ
れ
て
ゐ
る
桐
生
白
揚
合
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
士
づ
享
保
頃
由
形
態
〔
圃
去
二
と
天
保
頃
の
形
態
〔
圃
表
二
〕
を
封
比
す
る

問

己
主
に
す
る
。

う
へ
に
針
路
さ
れ
た
ご
つ
の
閥
解
は
留
め
て
規
範
的
危
揚
合
で
あ
る
が
、
享
保
年
間
後
染
縞
織
業
〔
山
同
一
相
]
時
代
に
潤
芯
小
叫
営
業

と
し
て
の
織
屋
と
張
屋
・
鮒
尾
ま
た
は
染
張
屋
と
に
分
化
し
て
ゐ
た
桐
生
機
業
が
、
問
陣
技
術
を
移
植
し
て
た
染
絹
織
業
中
心
に
移

行
し
た
天
保
年
間
に
は
多
種
多
様
な
部
分
工
程
専
業
者
を
生
じ
、
分
業
と
協
栄
ー
と
の
う
へ
に
割
期
的
危
渡
展
が
行
は
れ
た
己
と
を
知

る
の
で
あ
る
。

己
の
表
二
か
ら
問
屋
制
工
業
の
も
と
に
沿
け
る
分
業
と
協
業
と
に
闘
す
る
四
つ
白
形
態
を
析
出
す
る
己
と
が
で
雪
る
。
そ
し
て
さ

と
の
四
つ
の
形
態
の
う
ち
で
具
膿
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ω「
竪
染
・
紡
績

h
J
 

〔
撚
綿
11筆
者
〕
・
染
色
・
機
排
・
製
織
と
い
ム
生
産
工
程
の
一
切
を
白
家
作
業
揚
で
行
ん
」
紙
一
花
。
た
と
へ
ぽ
さ
昔
に
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ

き
に
析
出
し
た
機
屋
の
階
級
分
化
は

在
世
絹
融
業
白
生
産
栴
也

九
一
一
一
¥

情
五
十
王
巻

四
六
三

第
回
鏡

桐生織物史~~Ic巻 354-355買。
桐生臓物史上巻 3.16--357頁。

26) 
27) 



近
世
相
続
誕
の
生
産
構
造

阻

喪

享
保
頃
に
お
け
る
奇
襲
と
協
業
由
影
態

第
五
十
五
巻

凹
大
岡

九
四

第
四
鵠

ュ
ア
の
例
詮
と
し
て
あ
げ
た
吉
岡
清
助
の
ご
と
金
が

己
れ
に
属
す
る
が
、

か
aa
る
形
態
は
例
外
的
存
主

で
あ
る
ば
か
り
で
た
〈
、
そ
れ
は
遇
例
賃
機
た

E
の

「
事
資
k
の
賃
曲
目
働
者
」
を
隷
属
せ
し
め
る
こ
と
が
多

か
っ
た
や
ろ
で
あ
る
。
的
自
己
の
作
業
揚
で
製
織
]

程
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
二
三
の
工
程
を
行
口
、
そ
の

ほ
か
の
工
程
を
そ
れ

λ
¥の
部
分
工
科
専
業
者
忙
賃

仕
事
に
出
す
織
元
。
と
れ
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
や

そ
の
ほ
か
に
二
三
の
工
程
を
行
ふ
と
a
A

も
に
、
賃
機
ま
れ
に
は
下
機
を
し
て
製
織
せ
し
め
、
さ
ら
に
他
の
工
程

P
そ
れ

A
¥の
部
分

う
で
あ
る
。

ω自
己
の
作
業
揚
で
製
織
工
程
ま
売
は

工
程
専
業
者
忙
賃
仕
事
に
向
ナ
織
元
。
叫
す
ペ
て
の
生
産
工
程
を
そ
れ
品
1
の
部
分
工
程
専
業
者
陀
賃
仕
事
に
出

L
、
金
〈
作
業
揚

を
も
た
た
い
級
元
。

E

D
形
態
は
と
〈
に
西
陣
や
伊
勢
崎
に
多
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

か
〈

L
て
、
織
一
γ

ん
は
分
化
し
た
生
産
工
程
を
専
門
的
民
指
住
す
る
「
事
寅
上
の
賃
労
働
者
」
た
る
部
分
工
程
専
業
者
を
一
貫
的
忙
隷

開
局
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
う
だ
分
業
に
基
〈
協
業
を
自
己
の
た
め
に
寅
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
?
織
一
応
は
部
分
工
程
専
業
者
を
隷
属
化

せ
し
め
る
己
と
に
よ
っ
て
、
分
化
さ
れ
た
生
産
工
程
白
経
済
的
'
技
術
的
統
一
者
陀
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
弘
。
か
く
し
て
「
分
散
的

マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
」
は
問
屋
制
工
業
の
一
殻
民
形
態
に
す
ぎ
た
い
白
で
あ
る
。

持
柳
川
昇
民
は
「
桐
生
織
物
業
忙
於
け
る
前
貸
制
度
は
、
家
内
工
業
を
基
礎
と
ナ
る
端
抑
的
な
形
態
よ
町
J

、
漸
衣
分
業
に
基
〈
協
業
を
基
礎
止
し
た
よ
明



簡
表

天
保
頃
に
お
け
る
会
識
と
協
韓
由
形
態

!
1
1
1
1
;
地
方
需
出
川
市
家

高
度
な
る
形
態
に
題
化
し
た
。
斯
品
加

生
産
過
程
の
分
化
は
、
桐
生
に
於
て
は

特
に
明
治
維
新
後
、
話
化
し
た
器
具
が

各
部
舟
行
程
に
現
れ
る
に
及
ん
で
完
成

却

し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
分
業
と
協
撃
に

骸も
自甘 と
マづ

ュ前
7 貸
ァ制
ク 犀ミ
テ
と

3 ， 
ア t亡L 

ι 、

成ふ
戸 1

立分

を
明
泊
十
年
以
降
に
置
い
て
ゐ
る
封
、

う
へ
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
中
う
に
天

議(llJき骨
織後子宮
警器 ZE
U 川円晶 玉そ

汁織る馴れ
後業.，

z d T 
，世せ

その る
爪揚 ζ 

語句 R 語、
物後で

〔
縮
緬
]
申
簡
易
さ
の
た
め
に
、
繰
・
撚
・

織
・
練
・
の
諸
工
程
を
原
則
と
し
て
自

己
の
作
業
揚
で
行
以
、
最
終
工
程
た
る
染
色
工
程
は
製
品
が
丹
後
を
は
た
れ
た
の
ち
京
都
で
行
は
れ
た
。
従
っ
て
幕
末
に
あ
ら
は
れ

毒

2
5暴
露

主

主

・

霊

長

重

き

・

掛

明

言

葉

き

た

ど

は

樋

屋

が

繁

忙

た

と

き

利

用

し

た

に

f

ぎで

補
助
的
・
附
随
的
意
味
し
か
も
う
て
ゐ
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
恥
。
そ
し
て
乙
白
生
産
工
程
の
集
中
性
乙
モ
糸
絹
裳
替
問
屋
が
「
関
屋
」

査
世
綿
織
業
自
生
産
構
濫

第
五
十
王
巻

四
六
五

第
四
競

ブし
ヨ王

柳川昇，桐生掛物に於げる前貸業制度(終済皐論集昭和6年 H 月J.S2頁。
服部之総.1言夫清三郎，日本マ=ユプナクチユア奥論 昭和12年序文 12-
13頁。
徳川時代に於ける丹後縮緬機業白費展過程 94頁。
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28) 
29) 

30) 



近
世
絹
織
業
白
生
産
構
章

第
五
十
五
巻

四
六
六

償
問
就

九
プミ

b
干

た
り
得
た
所
以
で
あ
る
。

wm
わ
た
し
は
い
ま
与
で
技
術
H

生
産
力
の
設
展
を
品
川
業
と
協
業
と
に
限
局
し
て
視
察
し
た
。
乙
与
で
勢
働
手
段
白
展
開
を
簡
単
に
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。
近
世
中
期
以
降
娃
機
に
か
は
っ
て
、
壁
掛
と
同
巴
〈
道
具
で
は
あ
る
が
、
生
産
力
も
た
か
〈
多
方
胃
の
純
物
を
製
品
酬
し
う
る
両
陣
の
丙
掛
・
平
械

が
地
方
槽
業
に
移
植
さ
れ
た
白
ち
、
明
治
以
降
樺
械
的
生
産
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
勢
働
手
段
目
匙
歩
は
、
天
明
一
一
一
年
桐
生
日
山
田
瀬
古
兵
衡
の
設
明
L

辺

た
水
力
八
丁
操
車
ー
と
丈
政
年
間
四
障
で
案
出
さ
糾
た
寸
来
繰
ぜ
ン
マ
イ
草
に
よ
る
糸
操
仕
事
由
機
械
化
」
に
す
ぎ
な
酔
ワ
た
巴
弘
同
九
る
技
術
的
停
滞
性
は

生
産
が
「
事
貨
止
の
賃
努
働
者
」
に
ま
か
さ
れ
、
資
本
が
そ
主
か
ら
そ
れ
に
関
係
す
る
生
産
形
態
に
制
約
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
。
問
屋
制
工
業
で
あ
あ
か

ぎ
り
、
そ
れ
が
た
是
へ
「
分
散
酎
マ
=
旦
フ
ア
ク
チ
品
ア
」
で
あ
ら
う
と
も
、
機
械
を
う
品
だ
す
極
床
で
位
な
い
こ
と
が
と
れ
に
よ
っ
て
b
か
る
で
あ
ら

4う
@ 

一、、、

111 

「
分
散
的
マ
-
-
ュ

7
ァ
ウ
チ
ュ
ア
」
白
基
礎

う
へ
に
漣
べ
た
や
う
に
、

マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
品
ア
は
「
自
由
た
賃
努
働
者
」
の
形
成
と
資
本
に
よ
る
作
業
揚
へ
の
そ
の
結
集
を
前
提

9

と
す
る
に
反
し
、
問
屋
制
工
業
、
従
っ
て
ま
た
そ
白
張
艮
形
態
た
る
「
介
散
的
マ
=
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
Lは
「
事
賃
上
の
賃
借
宮
働
者
」
の

形
成
と
「
問
屋
」
に
上
る
そ
の
隷
属
化
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
り
資
本
が
最
初
の
産
業
資
本
と
し
て
、
後
者
む

「
問
屋
」
が
前
期
的
資
本
と
し
で
措
定
さ
れ
る
白
位
、
前
者
が
「
白
尚
一
段
賃
借
買
働
者
」
に
立
脚
し
、
後
者
が
「
事
責
上
白
賃
労
働
者
」
に
立

脚
す
る
か
ら
に
ほ
か
た
ら
た
い
。
そ

E
で
、
「
分
散
的
マ
ヱ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ュ

7
」
の
基
礎
は
「
自
'
同
校
賃
弊
働
者
」
の
形
成
を
抑
制
し
、

「
事
賃
上
の
賃
持
働
者
」
の
形
成
を
許
容
す
る
構
法
的
特
質
の
う
ち
に
よ
こ
た

b
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
己
ろ
で
、
「
自
由
な
賃
持
働
者
」
の
形
成
白
方
向
と
「
事
賃
上
の
賃
持
働
者
」
の
形
成
白
方
向
と
は
ま
さ
し
〈
相
岨
創
立
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
た
と
へ
ぽ
文
政
六
年
加
悦
谷
諸
村
山
慨
屋
行
司
の
官
砕
薄
へ
の
願
書
「
近
年
常
御
城
ト
絹
屋
之
内
d

差
出
し
候
に
付
、
銘
々
村
々
機
械
糸
線
之
奉
公
人
諜
排
底
に
相
成
機
屋
一
統
差
支
難
儀
至
極
奉
存
候
L

(
前
回
)
、
懸
機
仕
入
機
等
多
分

ま
た
明
治
中
期
桐

桐生積物史.Jc巻 225頁。
西陣克. 268~269頁。

す圃

31) 
32) 



生
-
足
利
の
「
多
数
工
女
は
桐
生
足
利
地
方
D
者
甚
だ
少
〈
し
て

特
産
物
た
き
地
方
的
ち
越
後
、
越
中
、
能
登
、
加
賀
よ
り
来

れ
る
は
最
も
多
〈
、
共
の
他
越
前
、
武
蔵
、
相
模
、
上
楓
、
下
組
、
甲
斐
地
去
の
者
多
し
、
或
は
桐
生
足
利
地
方
の
者
十
の
二
=
一
な

る
べ
昔
か
。
蓋
し
桐
生
足
利
地
方
に
て
は
、
少
し
〈
資
産
あ
る
は
児
女
主
外
に
出
し
て
工
女
世
相
岬
す
を
快
と
せ
十
、
家
に
置
き
で
賃

2

・

機
に
相
従
事
せ

L
む
L

と
い
ふ
事
情
か
ら
推
測
さ
れ
る
や
う
に
、
マ
ニ
ユ
プ
ア
タ
チ
ュ
ア
の
形
成
の
た
め
の
つ
自
由
た
賃
勢
働
者
」
の
創

附
過
程
は
仕
入
機
・
懸
機
ま
た
は
賃
機
た

E
の
「
事
費
k
の
質
券
働
者
」
の
普
及
に
よ
っ
で
著
し
〈
制
限
さ
れ
る
も
の
?
あ
る
。

か
L
る
「
自
由
在
賃
勢
働
者
」
の
創
出
過
程
D
停
滞
と
「
事
賃
上
の
賃
葬
働
者
し
の
普
及
は
、
さ
き
に
述
べ
た
+
う
に
、
「
士
地
を
喪

央
し
た
農
民
は
農
業
か
ら
追
放
さ
れ
る

E
己
ろ
か
、
却
っ
て
小
作
人
'
と
し
て
土
地
に
よ
り
強
〈
結
び
つ
け
ら
れ
ざ
る
を
得
た
か
っ

た
」
と
い
ふ
近
世
中
期
以
降
に
一
砕
け
る
農
村
の
階
'
級
八
万
化
白
性
格
民
基
礎
を
泣
い
l

て
ゐ
る
。

IV 

括

組

以
土
の
分
析
結
果
を
組
括
ず
る
と
と
i
h

す
る
。

一
。
近
世
絹
織
議
の
生
産
形
態
は
「
自
由
左
賃
弊
働
者
」
の
創
出
と
資
本
に
よ
る
作
業
場
へ
の
そ
の
結
集
た
る
す
一
一
足
フ
ア
タ
千
ユ

ア
の
方
向
へ
で
危
ぐ
、
「
事
貨
上
の
賃
持
働
者
」
の
創
出
企
問
屋
へ
の
そ
れ
の
隷
風
化
た
る
問
屋
制
工
業
の
方
向
に
す
L
ん
だ
。
そ
し

て
前
者
の
資
本
が
最
初
の
産
業
資
本
で
あ
り
、
後
者
の
問
屋
が
前
期
的
資
本
で
あ
る
の
は
、
前
者
が
「
自
由
友
賃
持
働
者
L

に
依
揚

し
、
後
者
が
「
事
賃
上
の
賃
弊
働
者
」
に
依
嫁
す
る
と
と
白
必
然
的
結
果
で
あ
る
。

一
一
。
問
屋
制
工
業
が
「
事
責
k
D
賃
持
働
者
」
と
「
問
屋
」
へ
の
そ
れ
白
隷
属
他
で
あ
る
か
ぎ
り
、
モ
己
に
行
は
れ
る
分
業
と
協
業

は
、
生
産
工
程
が
そ
れ
件
、
白
部
分
ヱ
穫
を
専
問
的
に
槍
任
す
る
「
事
責
上
の
賃
持
働
者
」
の
作
業
場
に
分
化
し
、
「
問
屋
」
が
ぞ
れ
ら

の
「
事
賞
上
の
賃
冊
目
働
者
」
を
一
貫
的
に
隷
属
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
で
行
は
れ
る
。
か
〈
て
「
分
散
的
7

ニ
ユ
プ
ア
グ
チ
ュ
ア
」
は
問

近
世
締
織
業
白
生
産
構
誼

四
六
七

ブむ
七

第
五
十
五
巻

第
四
続
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近
世
絢
織
業
白
生
産
構
建

第
五
十
五
魯

回
大
凡

第
四
競

ブL
J、

量
制
工
業
の
一
務
展
形
態
で
あ
る
。

三
。
問
屋
制
工
業
、
縫
っ
て
ま
た
一
分
散
的
マ
一
二
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
の
基
礎
は
「
事
寅
上
の
賃
帥
労
働
者
」
の
創
出
過
程
に
あ
る
が
、

か
t
A

る
創
出
過
程
は
農
村
の
封
建
性
、
換
言
す
れ
ば
再
生
産
の
破
局
に
瀕
し
つ
h
も
土
地
に
緊
縛
さ
れ
て
ゐ
る
小
作
入
居
の
展
開
に

制
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
。
分
業
、
a
p
L

一
協
業
と
は
、
先
染
絹
織
業
の
西
陣
・
桐
生
で
は
著
し
〈
、
筏
染
絹
織
業
D
丹
後
で
は

hMfれ
て
ゐ
る
。
か
h
る
分
業

ム
」
協
業
と
の
展
開
の
相
具
が
、
前
者
で
は
純
一
花
、
E
、
後
者
で
は
糸
絹
粂
替
問
屋
を
、
「
事
責
上
白
賃
持
働
者
」
を
隷
属
せ
し
め
る
「
問

民
」
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

流
通
過
程
に
お
け
る
「
問
屋
」
の
地
位

わ
た
し
は
う
へ
に
近
世
絹
織
業
白
生
産
構
造
が
「
分
散
的
マ
一
二
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
白
方
向
に
す
L
ん
で
ゐ
た
と
と
を
あ
者
ち
か
に

し
、
「
分
散
的
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
の
本
質
と
モ
白
基
礎
と
を
閑
明
し
た
が
、
さ
ら
に
「
分
散
的
マ
=
ュ
フ
ア
ク
チ
ー
ア
」
の
支
配

者
た
る
「
悶
屋
」
が
原
総
長
ょ
が
製
品
の
流
週
過
程
で
し
め
る
地
位
を
あ
き
ら
か
に
し
、
「
問
屋
」
が
流
遇
過
程
で
う
け
と
る
諸
規
定
を

間
明
す
る
こ
と
与
す
る
。

I 

涜
通
過
程
に
お
け
る
支
配
階
層

b
た
し
は
「
問
屋
」
が
流
通
過
程
で
し
め
る
地
位
を
支
配
の
階
居
と
し
て
と
ら
へ
、
己
れ
を
各
機
業
地
に
つ
い
て
具
照
的
に
分
析
す

る
こ
と
L
す
る
。

山
先
染
絹
襲
。

T
で
は
閲
隙
・
桐
生
に
つ
い
て
例
設
す
る
と
と
h

す
る
③



西
陣
の
揚
合
。

西
陣
で
は
織
一
γ

ん
が
部
分
工
程
専
業
者
を
一
貫
的
に
隷
岡
崎
せ
し
め
て
生
産
五
程
在
終
消
的
・
技
術
的
に
統
-
ず
る

「
問
屋
L

で
あ
る
と
ム
一
は
ろ
へ
忙
述
べ
た
と
帰
り
で
あ
る
が
、

そ
の
紘
一
苅
は
綜
問
屋
[
白
輔
の
場
告
は
分
棉
問
屋
・
和
輔
の
揚
告
は
利
耕
問
鼠
〕

か
ら
線
仲
買
を
遇
ピ
て
際
総
を
買
入
れ
、
絹
仲
良
を
祖
じ
て
製
品
を
版
寅
し
て
ゐ
た
。
も
っ
と
も
絹
仲
買
に
は
呉
服
却
商
を
殺
ね
る

所
謂
庄
方
と
純
一
正
か
ら
絹
織
物
を
買
入
れ
て
民
方
忙
販
貸
す
る
仲
買
事
業
者
が
あ
り
、
前
者
は
の
ち
白
下
仲
山
貝
、
後
者
は
の
ち
り

k

明

仲
買
に
あ
た
る
白
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
紘
一
花
は
幕
末
に
は
「
以
前
は
来
屋
方
へ
も
二
季
仕
切
之
刷
絹
直
段
下
簿
の
筒
は
遁
々
相
常

の
直
段
に
相
成
供
迄
糸
代
方
忙
絹
預
り
央
候
付
自
ら
資
損
も
相
立
不
申
中
間
且
方
も
跡
々
織
立
絹
貝
入
之
使
利
と
し
て
節
季
毎
に
金
子

前
貸
も
い
た
し
央
候
付
右
を
以
糸
屋
方
訂
仕
切
勘
定
仕
候
故
糸
直
段
も
成
丈
け
下
直
に
賀
渡
央
候
」
(
安
政
四
年
仕
法
方
口
上
書
可
に
示
唆

さ
れ
る
や
う
に
、
綜
仲
良
・
絹
仲
良
に
従
属
す
る
に
至
っ
て
ゐ
た
。
と
ぐ
に
絹
仲
買
の
織
一
冗
支
配
は
す
で
に
明
和
四
年
高
機
織
屋
仲

間
定
法
「
仲
買
中
絹
前
賢
候
定
法
し
に
あ
宕
つ
絹
代
銀
事
割
引
正
味
」
者
よ
び
「
端
銀
五
分
仕
懸
け
」

ιみ
ら
れ
る
値
引
、
「
日
合
六
日

t

m

・

日
姐
¥
相
し
春
車
二
歩
牢
秋
季
二
字
七
月
半
日
」
忙
み
ら
れ
る
三
季
値
入
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
「
事
賓
上
の
賃
持
働
者
」
を
隷
属
せ
し
め
る
「
事
賃
上
白
生
産
者
L
た
る
「
問
屋
」
は
流
週
祖
程
に
沿
い
て
綜
仲
買
・
絹
仲
買
に
従
属

し
て
ゐ
売
の
予
一
あ
る
。

謂
『
西
陣
白
書
は
士
る
取
引
揖
白
確
立
、
換
言
す
れ
ば
絢
仲
買
の
織
元
支
配
白
確
立
を
文
化
五
年
高
欄
締
屋
仲
間
定
法
に
お
町
当
仲
買
取
引
定
」
に

も
・
と
め
て
ゐ
る
が
、
品
、
有
る
規
定
は
う
へ
区
一
油
ペ
た
や
う
に
、
す
で
に
明
和
四
匂
に
且
ら
れ
る
。

桐
生
の
揚
合
。
桐
生
で
は
部
分
工
程
専
業
者
。
経
済
的
・
技
術
的
統
一
者
た
る
織
元
は
、
続
問
屋
か
ら
原
赫
を
買
入
れ
、
買
継
商

を
通
じ
て
三
都
の
呉
服
却
商
に
製
品
を
版
賀
し
て
ゐ
売
。

そ
し
て
織
元
が
生
綜
商
や
買
繕
商
に
従
属
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
西
陣

と
巽
在
ら
た
い
。
ヒ
の
と
止
は
、
た
と
へ
ば
絹
代
金
が
印
目
掛
か
ら
後
日
掛
に
移
っ
た
乙
と
や
「
市
揚
江
も
買
揚
立
置
候
而
、
明
之

近
世
組
織
業
の
些
産
構
造

第
五
十
五
巻

第
四
掠

ゴL
ブL

同
六
九

たとへば関陣槽業f田平調査脊 [96-197頁。
西陣史 270貰。
西陣且 194.頁。
z桐生織物史上巻 431-433頁。
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傍
五
十
宜
容

却

ロ
聞
を
賀
入
、
外
口
問
者
不
v
残
注
文
も
D
杯
と
名
付
候
」
(
天
保
十
年
絹
買
且
世
市
場
砲
度
一
保
)
に
見
ら
れ
る
や
う
左
市
場
取
引
か
ら
注
文
取

近
世
綿
織
業
の
生
産
構
遺

四
七
O

第
四
抗

O 
O 

引
へ
の
援
濯
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
と
と
ろ
で
、

E

D
や
う
に
織
元
を
従
属
せ
し
め
た
買
綴
簡
は
、
第
一
に
「
江
戸
・
京
都
た

E

大
都
市
の
問
屋
か
ら
来
代
金
井
一
稀
す
る
商
費
木
G
前
渡
し
を
受
け
、
注
文
に
舷
じ
て
製
品
を
調
建
し
て
、
と
れ
を
問
屋
先
に
送
り
ヌ

そ
の
聞
に
口
銭
を
牧
む
る
も
の
で
あ
り
」
、
従
っ
て
形
態
的
に
中
央
市
場
町
商
業
資
本
の
鯛
千
で
ち
り
、
第
二
に
「
文
化
年
中
十
組
問

屋
御
取
建
之
刷
茂
、
古
来
仕
来
の
過
に
問
屋
外
底
無
差
別
渡
世
罷
在
候
所
、
文
政
度
比
至
り
央
版
曾
所
d
外
府
商
内
の
義
に
付
故
度

外
屈
商
内
弁
に
打
越
通
荷
物
渡
候
鵠
ニ
趣
意
-
賀
市
叫
之
者
共
d
年
々
金
五
拾
雨
と
も
差
出
来
り
候
」
に
み
ら
れ
る
や
う

ω
 

た
制
度
や
問
屋
再
興
後
の
安
政
一
一
年
に
骨
け
る
訟
な
じ
干
う
た
制
度
(
安
政
二
年
乍
レ
恐
単
一
番
付
泰
一
鳳
上
一
候
)
に
み
ら
れ
る
や
う
に
、

被
ν
及
二
懸
合

制
度
的
に
も
中
央
市
場
の
商
業
費
木
に
制
肘
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
し
で
「
事
賃
上
の
生
産
者
」
た
る
寸
問
屋
」
は
買
繕
商
を
遇

じ
中
央
市
揚
の
商
業
資
本
に
従
属
し
て
ゐ
た
。
己
目
揚
合
、
買
融
商
は
こ
の
中
央
市
場
り
商
業
資
本
の
燭
手
に
す
ぎ
一
な
か
っ
た
己
と

は
、
明
治
以
後
の
展
開
D
理
解
の
た
め
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

U
復
仇
情
絹
紬
業
。
月
後
の
揚
合
。
後
染
絹
織
業
の
丹
後
で
は
、
は
じ
め
機
屋
は
丹
後
の
赫
問
屋
を
通
ヒ
で
京
都
の
締
問
屋
か
ら
原
線

f
L
 

を
買
入
れ
、
製
織
し
た
給
制
を
飛
脚
に
託
し
て
京
都
に
ぼ
迭
し
、
京
都
白
絹
問
屋
に
委
託
販
貸
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
モ
の
営
時
機
屋

が
付
加
問
屋
・
絹
問
屋
に
従
属
し
て
ゐ
た
己
と
は
ほ
か
の
機
業
地
の
揚
合
と
持
な
じ
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
線
問
屋
は
究
第
に
原
紛
の

前
貸
を
製
品
の
引
取
り
忙
よ
っ
て
相
済
す
る
に
至
り
、
赫
絹
品
斑
待
問
屋
と
し
て
渡
反
し
、
機
屋
を
「
事
貫
上
の
賃
借
吋
働
者
」
と
し
て

隷
崎
せ
し
め
る
「
事
貸
主
の
生
産
者
」
た
る
つ
問
屋
し
に
時
化
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
傾
向
は
と
く
に
天
保
以
降
岩
瀧
商
人
が
自
ら
の
廻

赫滑
絹業
粂を
傍荊I
問問
屋し
はで
京奥
都行|
白刃通

品目 ら
伺直
屋接
をに
排原
し総
てを

喜主
にら
央ず
HIil t亡
卸至
商っ
すて
な促
は進
ちさ
居れ
方た
I'C守

むモ
すし
てF て
つ締
〈 車昌
t亡粂
至皆
つ問
た屋
のが
で成
あ -:.tlこ
る-11)-t 
o る

然に
し 1tE
E つ
σ3 て竺
揚
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合
で
も
京
都
白
呉
服
卸
商
の
綿
絹
乗
替
問
屋
に
劃
す
る
支
配
は
充
分
想
像
さ
れ
る
。

II 

穂

括

以
上
の
分
析
結
果
を
綿
括
す
る
と
と
h

す
る
。

一
。
流
通
過
程
忙
な
け
る
支
配
の
階
居
は
、
党
染
絹
織
業
の
西
陣
・
桐
生
で
は
中
央
市
場
央
服
卸
商
↓
上
仲
買
〔
西
陣
〕
・
賀
維
商

〔
桐
邑
↓
織
元
の
三
階
居
で
あ
り
、
後
染
絹
織
業
の
丹
後
で
は
中
央
市
揚
呉
服
卸
商

v品
開
絹
余
借
問
屋
白
一
一
階
居
で
あ
る
。
と
れ
は

さ
き
に
謹
べ
た
や
号
在
府
者
白
製
品
の
相
異
に
も
ふ
」
づ
〈
分
業
と
協
業
と
の
展
開
の
相
異
に
基
礎
を
置
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

一
一
。
か
く
し
て
「
問
屋
」
は
結
局
す
る
と
と
る
、
封
建
都
市
の
性
質
を
も
っ
と
も
漉
厚
に
も
っ
て
ゐ
る
中
央
市
場
の
商
業
資
本
の
支

配
を
た
ち
き
る
と
と
が
で
き
や
、
前
期
的
資
本
の
支
配
制
の
一
結
節
制
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

問
屋
の
性
格
と
形
態

う
へ
に
詳
し
〈
並
べ
た
や
う
に
、
近
世
絹
職
業
の
生
産
構
謹
は
問
屋
制
工
業
自
褒
展
形
態
た
る
「
分
散
的
マ
一
一
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
L

で
あ
り
、
少
〈
と
も
そ
の
方
向
に
む
か
つ
て
ゐ
た
。
明
治
維
新
が
首
商
し
た
紅
世
絹
総
業
白
生
捺
構
治
は
ま
さ
し
〈
か
h
る
「
分
散

的
マ
エ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
で
あ
っ
た
白
で
あ
る
。
そ

L
て
「
分
散
的
マ
エ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
L
は
「
問
屋
」
に
つ
ぎ
の
や
う
た
性
格
を

賦
興
す
る
。

一
。
「
問
屋
L

は
部
分
工
程
を
専
門
的
に
捨
任
す
る
「
事
買
上
の
賃
勢
働
者
」
を
一
貫
的
に
隷
属
せ
じ
め
る
と
と
に
よ
っ
て
生
産
工
程

を
統
一
す
る
粧
桝
的
・
技
術
的
統
一
者
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
問
屋
」
に
闘
す
る
二
軍
の
本
質
的
性
格
が
生
や
る
。

ω「
問
屋
」
の
経
済

的
-
投
術
的
統
一
者
と
し
て
の
資
格
は
、
部
分
工
程
を
専
門
的
に
捻
佐
す
る
「
事
賓
上
の
賃
葬
働
者
」
を
一
貫
的
に
隷
属
せ
し
め
る
商

近
世
絹
織
業
白
生
産
構
港

第
五
十
五
巻

第
四
鶴

O 

凶
七

94-100頁@徳川時代に於げる丹後縮制機業の設展過程41) 



近
世
絹
織
業
白
血
虚
構
誼

第
五
十
五
省

四

七

ニ

第

四

説
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業
資
本
的
・
高
利
貸
資
本
的
支
配
力
に
主
つ
で
あ
た
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
白
か
ぎ
り
「
問
屋
」
が
い
か
に
生
産
に
闘
奥
し
よ
う
と

も
、
「
問
屋
」
は
前
期
的
資
本
の
範
暗
に
属
す
る
。
従
っ
て
「
問
屋
」
白
概
念
は
Y

エ
品
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
白
ご
と
雪
産
業
資
本
と
針
友
す

る
概
念
で
あ
り
、

7

-
二
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
の
や
う
に
機
械
制
大
産
業
に
直
義
的
に
食
展
し
う
る
も
白
で
は
あ
り
得
た
い
の
で
あ
る
。

例
「
問
屋
L

は
こ
の
や
う
忙
前
期
的
資
本
で
あ
る
が
、
得
し
「
分
散
的
マ
一
一
品
フ
ア
ク
チ
ュ

7
」
に
沿
け
る
寸
悶
毘
」
は
生
産
力
の
進
歩
た

る
分
業
島
協
業
と
を
自
ら
の
た
め
に
利
用
し

τ
ゐ
る
。

か
〈
し
て
「
分
散
的
マ
一
二
プ
ア
ク
チ
ュ
ア
」
に
h
d
H
り
る
「
問
屋
L
は
云
は
ピ

「
問
屋
」
の
一
議
展
形
態
で
あ
る
。

二
。
先
染
絹
織
業
の
岡
陣
・
桐
生
で
は
分
業
と
協
業
が
著
し
〈
進
み
、
生
産
工
程
は
多
数
白
「
事
賃
上
の
賃
務
働
者
」
に
分
化
し
て

を
担
、
従
っ
て
己
主
で
は
織
元
が
経
済
的
・
技
術
的
統
一
者
た
る
「
問
屋
し
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
後
染
絹
織
業
の
丹
後
で
は
主
要

生
産
工
程
は
機
屋
白
作
業
場
に
統
一
さ
れ
て
居
h

ヘ
従
っ
て
と
ふ
で
は
糸
絹
鏡
借
問
屋
が
「
問
屋
」
た
り
ろ
る
し
、
「
問
犀
」
た
り
得
た
。

三
。
「
問
屋
」
は
う
へ
比
述
べ
た
や
ろ
に
前
期
的
資
本
で
あ
り
、
従
っ
て
マ
エ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
で
注
し
も
ι
や
う
に
、

中
央
市
場
の
商
業
費
本
の
支
配
を
た
ち
き
っ
て
商
業
資
本
を
し
て
自
ら
白
た
め
に
慣
値
寅
現
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
た
ら
し
め
得
事
、

却
っ
て
中
央
市
場
白
商
業
資
本
の
支
配
を
う
け
て
ゐ
た
。
か
〈
て
「
問
屋
」
は
前
期
的
資
本
の
支
配
綱
の
一
結
節
結
を
構
成
し
て
ゐ
た

白
で
あ
る
。

問
。
然
し
一
一
で
遁
ペ
た
生
産
過
程
に
告
げ
る
「
問
屋
L
D
形
態
的
相
異
は
、
流
遇
過
程
に
長
け
る
支
配
の
階
層
の
う
ち
に
反
映
す
る
。

先
染
絹
織
業
白
西
陣
・
桐
生
で
は
総
商
人
と
絹
商
人
と
が
介
離
す
る
ば
か
り
で
た
く
、
巾
央
市
揚
呉
服
卸
商
↓
上
仲
買
〔
西
陣
〕
・
民

繕
商
〔
桐
生
〕
↓
織
尤
の
三
階
居
が
成
立
し
て
ゐ
た
が
、
後
染
絹
織
業
。
丹
後
で
は
巾
央
市
場
呉
服
卸
商
↓
綜
絹
金
日
時
百
問
屋
白
三
階
居

が
成
立
し
て
ゐ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
「
問
屋
し
は
前
者
で
は
よ
わ
〈
、
後
者
で
は
つ
よ
い
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。




